


周産期における精神神経疾患合併妊婦のとり扱いについては未だ定まった基準はない。 

また妊婦の精神的な面，あるいは心理的な面が,妊娠出産にどのように影響するかも不明な

点が多い。現在は,種々の社会情勢の変化により,少産時代となってきていることは明白で

ある。このような背景のもとでの周産期管理の発達,分娩管理の変化,NICU の完備などによ

り,妊娠,出産に対する家族ならびに妊婦自身の精神面,考え方の変化,あるいは現代社会に

おける精神神経疾患の時代的変遷などを考えて,本年度は精神神経疾患あるいは妊婦の心

理的変化が,妊娠,出産,産褥,育児にどのように反映されているかを検討し,今後の精神神

経疾患合併妊婦のとり扱い基準の基礎とすることを目的とした。さらに各地における母子

センターの設置に鑑み，母子センターあるいは周産期センターにおける精神科の位置づけ

も大切なことと考えられるので,この面の実態調査もあわせて行うこととした。 


